
 

 

国立唐津海上技術学校で内航講座を開催!! 
 

九州地区船員対策連絡協議会は、２月２１日、国立唐津海上技術学校２年生（２８名）

の生徒を対象に、内航海運業への就職促進を目的とした内航講座を開催しました。  

 

 

・この講座では、内航海運事業者と九州運輸局職員が講師となって、内航海運の重要性や 

船員としての基礎知識などの講義を行い、内航海運業界の役割や働く船員の魅力などを 

生徒に伝えました。 

・鶴丸海運（株）東部長代理からの「内航海運の現状・実務について」の講義では、船長 

 経験を基に生徒からの様々な質問に対し、具体的な船内作業の内容や居住環境、船内で 

の食事メニューなど実際の現場写真を紹介しながら説明を行い、また、甲板部・機関部 

の一日の業務スケジュールや船上教育や訓練の様子、実際に支払われる給料金額の紹介 

まで行われました。 

・生徒達からは「知らなかった船の様子がわかり、より船に興味を持てました。」「船員を 

大切に考えてくれている会社が多いと思いました。」などの声が寄せられ、本講座の目的 

を充分に達成できたと思います。 

 

◇実施概要 

 主催：九州地区船員対策連絡協議会（事務局：九州地方海運組合連合会） 

 内容：「内航海運について」（講師：九州運輸局 海事振興部 貨物課係長） 

「船員について」（講師：九州運輸局 海事振興部 船員労政課長） 

「内航海運の現状・実務について」（講師：鶴丸海運(株)  東部長代理） 

 

◇内航出前講座の様子（国立唐津海上技術学校） 

   


